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doi:10.1038/494404c 
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http://www.nikkei.com/article/DGXNASGG1802A_Y3A310C1TJM000/ 
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32. 2013 年 3 月 18 日 「 ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 新 治 療 法 発 見 」 NCC( 長 崎 文 化 放 送 ) ニ ュ ー ス

http://www.ncctv.co.jp/news/index.php 

33. 2013 年 3 月 18 日「アルツハイマーの症状改善・原因物質分解、マウスで実験」京都新聞

http://www.kyoto-np.co.jp/environment/article/20130318000120/1 

34. 2013 年 3 月 18 日 「 ア ル ツ ハ イ マ ー 改 善 へ  実 験 に 成 功 」 NHK NEWS 

http://www3.nhk.or.jp/news/html/20130318/k10013286011000.html 

35. 2013 年 3 月 19 日「理化学研究所と長崎大、血管からの投与によるアルツハイマー病の遺伝子治療実験

に成功」日経速報ニュースに掲載 

36. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマーに新治療 「遺伝子運び屋」を血管注入」朝日新聞速報ニュースオンラ

イン http://www.asahi.com/tech_science/update/0320/TKY201303200022.html 

37. 2013 年 3 月 18 日「アルツハイマー病遺伝子治療に光」長崎文化放送(NCC ニュース)にて放映 

38. 2013 年 3 月 18 日「アルツハイマー病 注射で治療の可能性 理研などマウス実験で成功」

 NHK 総合 (ニュースウオッチ 9)にて放映 

39. 2013 年 3 月 18 日「アルツハイマー病の遺伝子治療」長崎放送にて放映 

40. 2013 年 3 月 18 日「アルツハイマー病の遺伝子治療」テレビ長崎にて放映 

41. 2013 年 3 月 18 日「アルツハイマー病の遺伝子治療」長崎国際テレビにて放映 

42. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマー病：マウス、遺伝子治療で症状改善 理研など発表」毎日新聞朝刊に

掲載 

43. 2013 年 3 月 19 日「分解酵素作る遺伝子注射＊アルツハイマー 原因物質が減少＊理研などマウス実験」

北海道新聞朝刊全道に掲載 

44. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマー病 原因物質「分解役」投与で症状改善 理化学研・長崎大マウス実験 

臨床へ一歩」信濃毎日新聞朝刊に掲載 

45. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマー病 原因物質分解にマウス実験で成功 理研など」中国新聞朝刊に掲

載 

46. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマー治療へ前進 長崎大チーム 原因物質除くウイルス開発 注射で改善」

西日本新聞朝刊に掲載 

47. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマー 原因物質除去で改善／理化学研長崎大 マウス使い実験成功／治

療薬開発目指す」琉球新報朝刊に掲載 

48. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマー 遺伝子使い治療／理化学研 マウス実験に成功」沖縄タイムス朝刊

に掲載 



49. 2013 年 3 月 19 日「理研－長崎大、アルツハイマーの遺伝子治療に成功、動物実験で」化学工業日報に

掲載 

50. 2013 年 3 月 19 日「アルツハイマーに新治療、「遺伝子運び屋」血管注入 マウスで成果」朝日新聞 朝刊

に掲載 

51. 2013 年 3 月 22 日「アルツ病モデルマウスで-理研・長崎大 遺伝子治療実験に成功-野生型マウスレベル

まで回復」科学新聞に掲載 

52. 2013 年 5 月 7 日「特集：アルツハイマー病. 認知症の 1 つであるアルツハイマー病について治療研究の

最前線と医療現場の取り組み」長崎放送（報道センターNBC）にて放映 

53. 2013 年 5 月 13 日「AAV ベクターの循環血内投与によるマウスの広範囲な脳領域へのネプリライシン遺伝

子 の 導 入 」 Nature Publishing Group ： Scientific Reports 注 目 の 論 文

http://www.natureasia.com/ja-jp/srep/abstracts/43629 
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